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では、地域に根ざした食育を推進するため、平成20

（2008）年度から「給食センター1品運動」に取り組んでいま
す。「給食センター1品運動」は、市内9つの学校給食施設（給
食センター）ごとに、生産者等の指導の下、児童生徒が栽培・収
穫した野菜を給食の食材として使用するとともに、生産者との交
流給食や調理実習を行う取組です。令和元（2019）年度は、11
の小中学校が取り組みました。
児童生徒が栽培する野菜の品目は学校により異なります。ごぼ

う、大根、さつまいも、キャベツの種まきや苗植え及び収穫を体
験し、うち7校では、指導していただいた生産者等と児童生徒と
の交流給食を実施し、1校では、生産者とともにごぼうを使った
調理実習を行いました。
この取組では、児童生徒が、食生活が生産者等の食に携わる

人々の様々な活動に支えられていることに気付き、食に対する理
解を深めることと、農業体験を通じて地域の農業を理解すること
で、地産地消の推進を図ることを目的としています。
児童生徒は、生き生きと農業体験に取り組み、生産者の苦労や

喜びを感じ、地元食材に関心を持つきっかけともなっています。
自分たちが手がけた野菜が使われた給食の日は、給食のおいしさ
がより増し、残さず食べようとする姿がみられます。交流給食で
は、生産者に感謝の気持ちなどを直接伝えることができる有意義

な機会となっています。
また、調理実習では、収穫した野菜と合わせて、地元産の米や
野菜、みそ等を使うことで、地元の特産物をもっと知りたいとい
う意識につながっています。
さらに、普及活動として、学校給食の献立だよりを活用して家
庭へ情報発信するほか、市役所ロビーにおいて農業体験時の写真
や給食献立レシピを展示するなど、広く市民に活動を紹介してい
ます。
令和2（2020）年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、「給食センター1品運動」の活動はほぼ休止とな
りましたが、今後も地域とのつながりを大切にした食育活動に取
り組んでいきたいと考えています。

「給食センター1品運動」で気付く地域の魅力
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さつまいもの苗を植えたら
しっかり水やり

みんなで協力して
さつまいもを収穫

収穫したさつまいもを使った
白菜のクリーム煮

調理実習の様子

「きんぴらごぼう」作りに挑戦！
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